
【学力定着に向けた単元テスト問題等の活用法】 ✏～小学校算数編 ～ 中部教育事務所 算数科担当

【①】

単元テストへのアクセス

■「Groupware」

Groupwareから単元テストがダウンロードできます。

保管場所は、「Groupware」キャビネット →キャビネット一覧 →高知県小中学校課 →高知県単元テスト問題

■「集計ツール・数式エディタ等」

Groupwareには、集計ツールや数式エディアも保管されています。

wordでダウンロードした際に、数や記号が正しく表示されない場合には数式エディタをダウンロードし、

インストールを行って下さい。

■「高知家まなびばこ」

学年別リンク（各学年の学習ページ）→ 算数 オンライン教材には、電子データの単元テスト問題が掲載されています。

一人一台端末を活用して取り組むことができます。

単元テスト問題等の活用について

■フォローアップシート・チャレンジシート等の活用

単元テスト実施後、定着が十分でない場合は、フォローアップシートを活用して定着を図りましょう。

定着している場合には、更に伸ばす取組も大切です。

単元テスト実施後の活用の流れ

家庭学習でのシートの活用

■これだけはチェック！確認プリントの活用（4年～6年）

中部教育事務所作成の「これだけはチェック！確認プリント」は、4年生と5年生の2学期までの基礎・基本の問題をまとめた補

充プリントとなっています。それぞれ、数値の異なるAパターンとBパターンの2種類となっていることから、繰り返し交互に取り組

むことができます。全ての問題が確実に解けるようにしていきましょう。

5年生は4年生のプリント、6年生は４・５年生の両方のプリントの問題が全て解けることを目指して、基礎・基本の定着を目指し

ましょう。

学期始めに活用 帯タイムの時間で活用
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端末を持ち帰れば、家でもできるぞ！

※電子データの単元テストでは記述問題の解答形式が
短答になっています。記述を見取る場合は、従来通
り、Groupewareのキャビネットから印刷し、ペーパ
ーテストで見取るよう、場合に応じてご活用下さい。

学期始めのレディネステストや、

家庭学習に取り組むことで、それ

ぞれの子どもの学力を把握でき

るわね。今年度受け持つ子ども達

は計算は得意だけど、図形が苦手

そうだわ。

チャレンジシート

フォローアップシート

算数・数学思考オリンピックの
問題にチャレンジ

定着するまで、フォローアップ
シートで再確認！

子どもの定着状況に合わせて、家庭学習を選択させるのも一つの方法です。
例えば、同じ内容のフォローアップシートと算数シートをそれぞれ片面ずつで両

面印刷し、家庭学習でどちらを選択してもよいことを伝えます。子どもが自分の力
に合わせて取り組み、子どもの「できた」、「分かった」、「難しいけどチャレンジして
みた」という意欲を引き出していきたいです。両面取り組んだ子も認め、知識・技能
の定着だけでなく、学習意欲も高めていきたいですね。

私は、基本を振り返りながら取り組むようにしよう！

レベルアップ！

再チャレンジ

未習熟

例えば、こんな活用方法は
いかがでしょう？

定着

定着

未習熟

再チャレンジ！ 定着したら、数値を変更した
単元テストに再チャレンジ！

単元テストの実施

普段使うGroupwareから

必要な時に、さっと取り出せる

のは便利だな。

前学年の復習と、学習中の単元

の習熟を図るために、同じ単元を

ダウンロードして取り組ませて

みようかな。

苦手な項目は、前の

単元（学年）の単元

テストやフォローア

ッププリントを使っ

て習熟を図るのもい

いわね！

定着

年度当初に印刷をしておけ

ば、準備も簡単！

キャビネット内には、集計

ツールも保管されていま

す。こちらに入力すること

で、校内でこれまで同様

に単元テストの管理を行

うことができます。

ちょっとしたすき間時間に、チャ

レンジできるように、何セットか

印刷しておこう。全部の問題を一

気にすると問題数が多くなるか

ら、印刷して４分の１に切って、短

い時間で取り組めるようにしよ

う。忘れた頃に取り組むと、思い出

しながら取り組めるぞ！
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解説動画もあります！☝

端末で自動採

点してくれる

から帯タイム

でできるわ！


